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独立行政法人国立病院機構刀根山病院において肺 Mycobacterium avium complex（MAC）症と診断され
た患者から分離された、M. avium 9 株（OCU855、OCU 867、OCU 873、OCU 881、OCU 889、S1、S2、
S3、S8）と M. intracellulare 1 株（OCU 963）の計 10 株を実験に供した。OCU 855、OCU 867、OCU 
873、OCU 881、OCU 889、および OCU 963 は病態が進行型の患者由来で、S1、S2、S3、S8 は病態が
安定型の患者由来であった。また M. avium subsp hominissuis（MAH）104 株を対照株として用いた。 
2. 薬剤取込み実験 
供試菌液に EtBr を終濃度 5 µg/mL となるように添加し、その蛍光強度の変化を経時的に測定するこ
とで行った。なお、測定開始時における菌数は 0.5×107 個/mL となるように調整した。また蛍光測定
の励起波長は 510 nm、測定波長は 590 nm とした。 
3. 薬剤排出実験 





４種類の薬剤排出ポンプ阻害剤（efflux pump inhibitor; EPI）、Reserpine、Verapamil、Carbonyl cianide 
m-chlorophenyl hydrazine (CCCP)、および Chlorpromazine (CPZ）を用いて上記の薬剤取込み実験と薬剤
排出実験を行った。EPI の濃度は既報に従った。 
5. 統計処理 
 データの処理には統計ソフト R を使用し、株間の RFU 比較及び各株内における EPI 使用群との比
較には Steel 法を用いた。進行型と安定型の二群間の比較には、Wilcoxon の順位和検定（マン・ホイ




測定開始 2 時間後において比較したところ、OCU 873、OCU 881、および OCU 889 の 3 株が、標準株
に対して有意に低い EtBr の集積を示した。 
2. 薬剤排出実験 
測定開始 2 時間後において比較したところ、OCU 855 と OCU 963 株の 2 株が、標準株に対して有意
に高い排出を示した。一方、OCU 873、OCU 881、および S2 の 3 株が、標準株に対して有意に低い排
出を示した。 
3. EtBr の取込みと排出に関与する薬剤排出ポンプの同定 
いずれの EPI も株間で明らかな違いは認められなかった。Reserpine、Verapamil は各株の薬剤取込み
と薬剤排出を顕著には変化させなかった。しかし、CCCP は供試菌株の薬剤の排出を顕著に低下させ、




 各株における EtBr の取込みおよび排出動態は株間で異なり、また進行型患者由来株と安定型患者由
来株の間に有意な差はなかった。特徴的な動態を示す株が存在し、薬剤の取込みと排出の結果から、
OCU 873 と OCU 881 は薬剤の取込み能と排出能の両者が低い株、OCU 855 と OCU 963 は取込み能は
標準株と変わらないが排出能は顕著に高い株、OCU 889 株は排出能は標準株と変わらないが取込み能
は低い株と推測され、いずれも菌体内の薬剤蓄積量が少ないことが示唆された。これらの株はいずれ
も進行型の患者由来であるという興味深い結果となった。EPI を使用した実験結果から、MAC におい
ては薬剤の菌体内外の輸送に複数の装置が関与していることが示唆された。 
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